平成２３年６月１日

「型枠支保工」マニュアル
[image: image8.emf]本ソフト「型枠支保工」は、現場打ちコンクリートの型枠支保工の解体時期について、コンクリートの必要強度を推定するものです。
[image: image1.emf]構造種別 2

用途 2

施工階(生ｺﾝ打設） 1

短辺心心ｽﾊﾟﾝ：Lx 5000 mm

長辺心心ｽﾊﾟﾝ：Lｙ 6000 mm

ｷｬﾝﾁｽﾗﾌﾞの出：e 1

Ｘ大梁幅：Bx 400 mm

Ｘ大梁せい：Hx 800 mm

Ｙ大梁幅：BY 400 mm

Ｙ大梁せい：Hy 800 mm

スラブ厚：t 150 mm

小梁幅：ｂ 300 mm

小梁せい：ｈ 550 mm

設計基準強度：Fc 2

支保工層数（支柱全数） 2

スラブ種別 1

最下層下部の残存支柱数 1

1

0.4

2

日型・目型 1

直交大梁の計算 2

荷重の指定

固定荷重 360 kg/㎡ 

仕上げ 80 kg/㎡ 

積載荷重 300 kg/㎡ 

型枠重量 40 kg/㎡ 

資材重量 0 kg/㎡ 

２層以上

在来

事務所

21 N/mm2

日型床スラブ

考慮しない

150 mm

一般階

なし あり

採用しない

1500mm

ラーメン構造

自動 指定
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在来スラブ（日型・目型）

アンボンド・ボイド（中空）・ボイド（エスレン）

在来スラブ（口型）

梁（大梁、小梁）で区画されたスラブの短辺がLx、長辺がLyになる。


[image: image3.emf]コンクリート打設階

2層受けの場合

計算対象階のスラブ・梁

支保工立面図

コンクリート打設階

1層受けの場合

計算対象階のスラブ・梁

支保工立面図

パーマネント有無


（出力）
[image: image4.emf]ｽﾗﾌﾞ 21 N/m㎡ 

ｷｬﾝﾁｽﾗﾌﾞ 59 N/m㎡ 

小梁 34 N/m㎡ 

平行大梁 12 N/m㎡ 

直交大梁 なし

所要圧縮強度の計算結果


[image: image5.emf]荷重比：γ K：K√Fc 耐力比 たわみ量(mm) ひび割れ幅(mm) 判定

1.0 1.6 OK

1.4 2.7 0.7 3.97 0.20 OK

1.0 2.0

1.1 0.9


　　[image: image6.emf]スラブは、圧縮強度　Ｆｃ＝21N/mm2で取外し可


　　[image: image7.emf]圧縮強度　Ｆｃ＝21N/mm2で取外し可

曲げひび割れが発生します!!　耐力比・たわみ・ひび割れ幅の検討をします。

曲げひび割れが発生します!!  設計基準強度の100％の圧縮強度で取外し可。


構造種別の選択





用途の選択





コンクリート打設階の選択





Lx(短辺スパン)の入力





Ｙ方向梁幅の入力








Ｘ方向梁幅の入力





Ｘ方向梁せいの入力








小梁の幅を入力








アンボンドPCの場合選択
































耐久設計基準強度Fq選択入力





Ｙ方向梁せいの入力








スラブ厚の入力





アンボンドPCの場合選択








ボイド(中空)の場合選択





在来の場合選択








�





Ly(長辺スパン)の入力








キャンチスラブの選択





直交大梁の考慮の有無





荷重の指定方法





アンボンドPCの場合選択





パーマネント採用の有無





スラブ種別の選択





支保工の層数





コンクリート強度Fc選択





小梁のせいを入力








